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地区の病難除けを祈願し
１００年以上続く伝統
 伊⾹地区の若組が、病難除けを祈願し、⼟⾜
のまま家を駆け抜ける「伊⾹おすわさま」が、
７⽉１５⽇（⼟）に⾏われました。伝統を感じ
る提灯が淡く光る中、区⺠の安全を願い、若組
たちは夜の１１時頃まで⾛り続けました。
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その伝統は１００年以上

「伊香おすわさま」奇
祭

区民の病難除けを祈願して

「わっしょい！」の声が響き渡る

山車が祭りを盛り上げます 子どもたちも真剣そのもの

歴史と伝統を感じます

お仮屋で身を清めます

いよいよ出発の時 土足のまま、約 130 件の家を駆け抜けます

祭りに華を添える太鼓や篠笛 「エイ！エイ！オー！」若組の勇壮な声が地域に響きます
　

７
月
15
日
（
土
）
に
、
１
０
０
年

以
上
前
か
ら
続
い
て
い
る
と
い
わ
れ

る
伊
香
地
区
「
お
す
わ
（
諏
訪
）
さ

ま
の
お
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
祭
り
は
、
病
難
除
け
の
縁
起

行
事
で
、
毎
年
土
用
丑
の
日
前
後
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

15
日
（
土
）
の
早
朝
に
地
元
若
組

が
伊
香
分
館
に
集
合
し
、
も
ち
米
を

つ
き
上
げ
、
ご
神
体
に
巨
大
な
鏡
餅

を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

15
日
（
土
）
の
夕
方
か
ら
は
、
小

学
生
を
含
む
地
元
の
若
組
約
20
人
が

集
合
し
、
ご
神
体
が
奉
ら
れ
て
い

る
御
仮
屋
の
前
で
身
を
清
め
た
後
、

「
わ
っ
し
ょ
い
！
」
の
か
け
声
で
一

斉
に
駆
け
出
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
や
、
子
ど
も
た
ち
が
山

車
を
引
い
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
、
若

組
は
伊
香
区
内
の
家
々
を
土
足
の
ま

ま
駆
け
抜
け
、約
１
３
０
戸
の
家
を
、

午
後
11
時
ご
ろ
ま
で
か
け
て
走
り
続

け
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
も
珍
し
い
こ
の
奇
祭
。

地
元
若
組
は
伝
統
を
守
り
、
後
世
へ

と
受
け
継
ぐ
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
走

り
続
け
ま
す
。

■
病
難
除
け
の
縁
起
行
事

■
土
足
の
ま
ま
家
を
駆
け
抜
け
る ２2017－8広報
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平
成
29
年
度
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
料
算
定
や
70
歳
以
上
の
高
額

療
養
費
の
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
被

保
険
者
全
員
に
納
め
て
い
た
だ
く
定
額

部
分
「
均
等
割
額
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

所
得
に
応
じ
て
納
め
て
い
た
だ
く
「
所

得
割
額
」
の
合
計
額
と
な
り
、
個
人
ご

と
に
算
定
し
ま
す
（
表
１
）。

　

後
期
高
齢

者
医
療
保
険

料
の
「
均
等

割
額
（
表
１

・
①
）」
に
設

け
ら
れ
て
い

る
５
割
軽
減
、

２
割
軽
減
に

つ
い
て
、
そ

の
所
得
基
準

が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
被

保
険
者
の
所

得
だ
け
で
な

く
、
同
一
世

帯
の
被
保
険

者
、
世
帯
主

の
総
所
得
金

額
等
で
の
判

定
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い

（
表
２
）。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
す
る

前
日
の
時
点
で
、
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
だ
っ
た
方
の
均
等
割
額
は
、
特
例
的

に
、
９
割
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
29
年
度
は
、
７
割
軽
減
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。（
た
だ
し
、
世
帯
の
所
得

の
低
い
方
は
、
９
割
ま
た
は
、
８
．
５

割
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

　

年
収
が
約
１
５
３
万
円
か
ら
約

２
１
１
万
円
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
の
所
得
割
額
は
、
特
例
的
に
５
割

軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
29
年

度
は
、２
割
軽
減
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
29
年
度
の
保
険
料
額
決
定

通
知
書
は
８
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
と
は
、
ひ
と
月
に
支

払
っ
た
医
療
費
が
決
め
ら
れ
た
上
限
額

を
越
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
分
を

払
い
戻
す
制
度
で
す
。
改
正
さ
れ
た
上

限
額
は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。（
65
歳
か

ら
69
歳
で
障
害
認
定
を
受
け
た
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
加
入
者
を
含
み
ま
す
。）

　

す
。
こ
の
農
法
は
、
町
の
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
に
生
え
て
い
る
竹
を
パ
ウ

ダ
ー
状
に
し
、
そ
れ
が
日
本
古
来
の

農
法
に
お
け
る
腐
葉
土
の
役
割
を
果

た
し
て
、
土
壌
を
改
善
し
、
生
命
力

の
強
い
農
産
物
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
も
の
で
、
植
物
の
生
理
生

態
が
考
慮
さ
れ
た
農
法
で
す
。
農
業

初
心
者
の
自
分
は
、
こ
ん
な
農
法
が

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
町
が
地
域
そ
の
も
の
を
ブ

ラ
ン
ド
化
し
て
、
町
に
潤
い
を
も
た

ら
そ
う
と
懸
命
に
努
め
て
い
る
こ
と

が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

台
宿
の
ほ
場
の
野
菜
を
主
に
管
理

さ
れ
て
い
る
の
が
、
メ
ロ
ン
組
合
の

方
々
で
す
。
組
合
の
皆
さ
ん
は
ご
自

身
の
仕
事
が
あ
り
な
が
ら
、
有
志
で

定
期
的
に
集
ま
り
、
町
と
一
丸
と

な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
竹
パ

ウ
ダ
ー
農
法
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
協
力
隊
も
組
合
の
活
動
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
野
菜
作
り
の
基

本
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
根
、
ナ
ス
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
・・・

食
べ
て
み
る
と
優
し
い
味
の
す
る
お

い
し
い
野
菜
ば
か
り
で
す
。そ
し
て
、

組
合
の
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ウ
ス

で
メ
ロ
ン
づ
く
り
に
励
ま
れ
て
い
ま

す
。
台
宿
に
も
苗
を
分
け
て
い
た
だ

き
、
ハ
ウ
ス
の
片
隅
で
育
て
て
い
る

今
、
つ
る
が
伸
び
る
の
を
眺
め
な
が

ら
、
竹
パ
ウ
ダ
ー
メ
ロ
ン
を
味
わ
う

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
リ
ア
と
き
ど
き
メ
ロ
ン
と
こ
ろ

に
よ
り
野
菜
、
と
い
っ
た
賑
や
か
な

毎
日
で
す
。
協
力
隊
も
作
物
の
栽
培

を
通
じ
て
町
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
宣
伝
で
す
が
、
台
宿
で
は

ダ
リ
ア
も
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
用
い
て
育

て
て
い
ま
す
。
８
月
か
ら
「
塙
町
地

域
お
こ
し
協
力
隊
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
」
で
品
種
を
紹
介
し
て
い
く
予
定

で
す
。
竹
パ
ウ
ダ
ー
で
き
れ
い
に
咲

い
た
ダ
リ
ア
を
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。（
塙
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。）

　

こ
ん
に
ち
は
！ 

協
力
隊
の
川
村

で
す
。
塙
町
で
迎
え
る
２
度
目
の
夏

を
、
ダ
リ
ア
の
手
入
れ
や
出
荷
に
追

わ
れ
な
が
ら
、
元
気
に
陽
気
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。
ダ
リ
ア
の
出
荷
が
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
月
は

ダ
リ
ア
を
離
れ
、
台
宿
ほ
場
で
の
農

産
物
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

協
力
隊
の
活
動
拠
点
で
あ
る
台
宿

の
ほ
場
は
町
の
所
有
で
、
こ
こ
で
の

野
菜
作
り
は
、
町
が
力
を
入
れ
て
い

る
竹
パ
ウ
ダ
ー
農
法
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、
そ

の
土
地
に
合
っ
た
方
法
で
ブ
ラ
ン
ド

確
立
を
図
る
た
め
に
、
町
で
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
竹
パ
ウ
ダ
ー
農
法
で

ダリアときどきメロン、ところにより野菜。
作物の栽培を通じて町のためにできること
を考えながら活動していきたい。

也
のはなわ体験記空

川

村

Kawamura Hironari

トウモロコシ畑に虹がかかりました

後
期
⾼
齢
者
医
療
・
⾼
額
療
養
費
制
度
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
軽
減
制
度
が
改
正

「
均
等
割
額
」
が
軽
減
さ
れ
る

所
得
基
準
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

元
被
扶
養
者
の
「
均
等
割
額
」
は

７
割
軽
減
に
改
正

「
所
得
割
額
」
の
軽
減
措
置
は

２
割
に
改
正

70
歳
以
上
の
皆
さ
ま
へ

平
成
29
年
８
月
か
ら
高
額

療
養
費
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
し
た

後期高齢者医療保険料「均等割額」軽減表（表２）

軽減割合 同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額

５割軽減
33万円（基礎控除額）＋（27万円（※）×被保険者数）以下の場合
※改正前 26.5 万円

２割軽減
33万円（基礎控除額）＋（49万円（※）×被保険者数）以下の場合
※改正前 48万円

平成29年8月からの70歳以上の高額療養費上限額（表3）

適用区分 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）

現役並み所得者
（窓口負担３割の人） 57,600 円

80,100 円
＋（医療費－267,000円）×1％
〈多数回 44,400 円（※ 1）〉

一　　　　般 14,000円
年間上限14万4,000円

57,600円
〈多数回44,400円（※1）〉

住
民
税
非
課
税

Ⅱ住民税非課税世帯
8,000 円

24,600 円

Ⅰ住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など） 15,000 円

※1　過去12ヵ月以内に3回以上、上限額に達した場合は、4回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。
注　入院中の食事代や保険診療の対象とならない差額ベット料などは除きます。

後期高齢者医療保険料（表１）

①均等割額：41,700 円

②所得割額
【総所得金額等―33 万円】× 8.19％

※全ての方に負担していただきますが、
世帯の所得に応じて軽減があります。

※所得に応じて負担していただきます
が、被保険者の所得に応じて軽減があり
ます。

＋

運動を心がけ、健康な体を

竹
パ
ウ
ダ
ー
は
土
壌
を
改
善
し

生
命
力
の
強
い
農
産
物
を
作
る

野
菜
づ
く
り
の
基
本
を
勉
強
中

優
し
い
味
に
感
動

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も

ご
覧
く
だ
さ
い

農業は奥が深いです

カボチャのトンネル

竹パウダー散布中

できた野菜はどれも優しい味がしました

■問い合わせ　健康福祉課 国保係 ☎４３－２１１５



　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

は
、
農
地
の
保
全
、
耕
作
放
棄
の
防

止
な
ど
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
塙
町
の
実
施
状
況
は
表
の
と
お

り
で
す
。

　

実
施
集
落
は
、
耕
起
や
草
刈
り
な

ど
に
よ
る
農
地
の
保
全
、
用
水
路
の

補
修
な
ど
、
集
落
協
定
に
基
づ
く
さ

ま
ざ
ま
な
共
同
取
組
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
振
興
課
　

農
林
振
興
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
８

■体制整備単価

（田）　急傾斜地　　　２１，０００円

　　　緩傾斜地　　　　８，０００円

（畑）　急傾斜地　　　１１，５００円

　　　緩傾斜地　　　　３，５００円

■基礎単価（体制整備単価の８割）

（田）　急傾斜地　　　１６，８００円

　　　緩傾斜地　　　　６，４００円

（畑）　急傾斜地　　　　９，２００円

　　　緩傾斜地　　　　２，８００円
区　分 面 積（平方㍍） 交 付 額（円）

田
急 傾 斜 1,462,094 28,935,681
緩 傾 斜 1,561,913 12,254,113

畑
急 傾 斜 3,269 33,328
緩 傾 斜 133,368 415,322

合　　計 3,160,644 41,638,444
平成2７年度実績 2,717,882 37,103,295
対前年度増減 442,762 4,535,149

交付単価（10㌃当たり）

株式会社

塙町振興公社営業報告
第２０期（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日）

　株式会社塙町振興公社の第 20 期（自：平成 28 年

４月１日～至：平成 29 年３月 31 日）営業報告につ

いてお知らせします。

　湯遊ランドはなわ・お食事処「天領」の総売上額

は 291,356 千円で、前年度比で 5,880 千円減少（表

１参照）。また、純損失額は 14,221 千円で、前年

度比で 3,622 千円の減少となりました（表２参照）。

これは、関東圏からの顧客の利用低迷と、個人消費

の足踏み状態に加え、未だ消えぬ原発事故への風評

被害による宿泊などの減少によるものです。同社は、

今後も経費削減に努めるとともに、風評被害払拭に

向けて、さらなる営業努力を図っていきます。

表１ 売 　上 （単位：千円・税抜）

部　　門 平成２８年度 平成２７年度 増　減

湯遊ランドはなわ 254,814 258,331 ▲ 3,517

お食事処「天領」 36,542 38,905 ▲ 2,363

合　計 291,356 297,236 ▲ 5,880

表２ 利 　益（損失） （単位：千円・税抜）

部　　門 平成２８年度 平成２７年度 増　減

営 業 利 益 ▲ 30,932 ▲ 31,277 345

経 常 利 益 ▲ 14,036 ▲ 9,503 ▲ 4,533

当期純利益 ▲ 14,221 ▲ 10,599 ▲ 3,622

農
業
・
農
村
が
持
つ
役
割
を
守
る

平
成
28
年
度
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
公
表
し
ま
す

■経営状況改善に向けさらなる努力を図る

　

塙
町
結
婚
御
祝
金
の
贈
呈
式

が
、
６
月
30
日
（
金
）
に
塙
農
村

勤
労
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
宮
田
秀
利
町
長
が
、
有
坂

舜
さ
ん
・
紗
希
さ
ん
夫
妻
（
台

宿
）
ほ
か
３
組
に
、
結
婚
御
祝
金

を
手
渡
し
ま
し
た
。
結
婚
御
祝
金

贈
呈
者
は
、
今
回
の
４
組
を
含
め

１
１
０
組
に
な
り
ま
し
た
。
町
で

は
、
結
婚
し
塙
町
に
定
住
す
る
方

を
応
援
し
て
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
振
興
課
　

地
域
づ
く
り
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
２

幸せな家庭を築いてください

有坂　 舜 さん・紗希さん夫妻　（台宿）
長塚　雄一さん・実佳さん夫妻　（大町）
神永　悟史さん・麻吏子さん夫妻（材木町）
鈴木　雅俊さん・仁美さん夫妻　（台宿）

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

 

４
組
に
塙
町
結
婚
御
祝
⾦
を
贈
呈

結婚御祝金贈呈者

　町では、安心して町に定住し、結婚・子
育てができるように、平成２８年度から結
婚御祝金を１００，０００円に増額しました。
　結婚御祝金の申請は、婚姻届提出日から
３カ月が期限となっています。塙町に住民
票を異動してから、必要書類を添えて、ま
ち振興課へご提出ください。不明な点は、
お問い合わせください。（男女いずれかが
初婚。年齢要件はありませんが、過去に結
婚御祝金を受けた方は対象外です。）

■結婚御祝金は１０万円

　塙町教育委員会と塙町小・中学校長会、塙町Ｐ

ＴＡ連合協議会では、毎週火曜日を「ノーメディア

day」としています。

　「ノーメディア day」運動とは『子どもたちが、

テレビ、パソコン、スマホ、ゲーム機などのメディ

アにふれる時間を少なくし、メディアや時間を有

効に使うこと』を推進しようという運動です。

※決して、「メディアを全く使わない日にしよう」

　ということではありません。

　この運動を推進することにより、

　①　家族団らんの時間ができる。

　②　家庭での学習時間ができる。

　③　読書をする時間ができる。

　などの効果が期待できます。ノーメディア day

運動の趣旨をご理解の上、ご家庭でのご協力をお

願いします。

■問い合わせ　

　教育委員会　学校教育課　☎（４３）４０５０

推進しましょう
「ノーメディアday」運動

一　人より先に元気なあいさつ

二　身だしなみは気持ちよく

三　自分がしてほしいことをする

四　しっかりと相手の話を聞く

五　自分の考えをもち、相手にきちんと伝える

六　あきらめず、何事にも一所懸命取り組む

七　家庭学習は、最低「学年× 10 分間」

　　㊟中学１年生は７年生とする

八　毎週火曜日はノーメディア day

はなわっ子の八ヶ条

「はなわっ子の八ヶ条」
　家庭・幼稚園・学校が協力して子どもに関わっ
ていく取り組みとして、塙町教育委員会、塙町
小中学校長会、塙町ＰＴＡ連合協議会が連携し
策定した「夢と希望を叶えるためのはなわっ子
プラン」のひとつ
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９
月
に
特
定
健
診
・
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま
す
（
日
程
表
は
左
表
の
と
お
り
）。

受
診
さ
れ
る
方
は
、「
塙
町
総
合
健
診
受
付
票
」「
特

定
健
康
診
査
受
診
券
」「
健
診
受
診
録
」「
保
険
証
」

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
健
診
受
診
録
は
、
必
ず
記
入
し
て
か
ら
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
　

☎
（
４
３
）
２
１
１
５

忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

 

総
合
健
診
を
実
施
し
ま
す

※健診は指定された会場以外でも受診できます

実施日 受付時間 会　場 胃がん
検診 対象地区

９　
　
　

月

11日（月）午前8：30～9：00 矢塚集会所 ○ 矢塚
12日（火）午前 8：00～8：30 片貝分館 ○ 片貝・折篭
13日（水）午前8：00～9：00 木野反分館 ○ 湯岐・木野反

午前10：30～11：00 前田集会所 前田
14日（木）午前8：00～9：00 那倉分館 ○ 那倉

午前10：30～11：00 大蕨分館 大蕨・大畑
15日（金）午前8：00～10：00 笹原地区公民館 ○ 川上１．２．３．４、

森之根
19日（火）午前8：00～9：00 田代分館 ○ 田代

午前10：30～11：00 丸ヶ草分館 田野作・山形
20日（水）午前8：00～9：00 板庭集会所 ○ 板庭・中塚
21日（木）午前8：00～9：00 東河内分館 ○ 東河内１．２

午前11：00～11：30 西河内分館 ○ 堀越・小高・西河内
22日（金）午前8：00～9：00 伊香分館 ○ 伊香

午前11：00～11：30 上渋井集会所 上渋井
25日（月）午前8：00～9：00 高城地区公民館 ○ 植田

午前11：00～11：30 真名畑分館 真名畑
26日（火）午前8：00～9：00 上石井分館 ○ 上石井
27日（水）午前8：00～10：00 常豊地区公民館 ○ 水元・八幡・赤坂・

常世中野・竹之内
28日（木）午前8：00～10：00 台宿分館 ○ 台宿１・２・稲沢
29日（金）午前8：00～10：00 塙町勤労福祉会館 ○ 塙５・６
30日（土）午前8：00～10：00 塙町勤労福祉会館 ○ 塙１・２・３・４

〈健診日程表〉

　特定健診（※）…無　料

　各種がん検診……５００円

※後期高齢者医療の方は

　「健康診査」となります。

　特定健診…………３０５円

　各種がん検診……５００円

■国保・後期高齢者医療の方

■社会保険の扶養の方

年に一度は

体の総点検を

　「ちょうちょと　ちょうちょは　せ
んそうしない」「きんぎょと　きんぎ
ょは　せんそうしない」　シンプルな
言葉が心に重く響きます。この季節に
読みたい一冊です。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
今
月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予

約
も
で
き
ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

愛
と
平
和
の
本

８月の
テーマ

「せんそうしない」

谷川 俊太郎／文
江頭 路子／絵

（講談社）

●ものがたり

 

図書館情
報

新 刊 案 内

「さっぱりと欲ばらず」

吉沢 久子／著
（中央公論新社）

　現在 99 歳、人生経験豊かな著
者の言葉から、日々を笑顔で自分
らしく生きる秘訣が見えてくる一
冊です。

　

「
認
ト
レ
」
で
は
、
全
身
の
血
流
を
良

く
し
な
が
ら
、少
し
難
し
い
認
知
課
題
（
た

ま
に
間
違
え
て
し
ま
う
程
度
）
を
行
う
こ

と
で
、
脳
が
活
発
に
な
る
機
会
を
増
や
し

ま
す
。「
認
ト
レ
」
の
目
的
は
、
運
動
し

な
が
ら
楽
し
く
脳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
上
手
く
で
き
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
上
手
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
皆
さ
ん
で
新
し
い
課
題
を
考
え
る

こ
と
も
「
認
ト
レ
」
に
な
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
① 

呼

吸
を
止
め
な
い 

② 

伸
ば
す
部
位
を
意
識

す
る
、
こ
と
で
す
。
心
地
良
く
体
を
温
め

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
筋
ト
レ
は
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体

を
温
め
た
後
に
行
う
の
が
効
果
的
で
す
。

筋
ト
レ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
① 

呼
吸
を
止

め
な
い 

② 

使
っ
て
い
る
部
位
を
意
識
す

る
、
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
教
わ
っ
た
内
容
を
す
ぐ
に
グ

ル
ー
プ
で
確
認
す
る
実
習
も
行
い
ま
し

た
。「
あ
と
は
何
を
や
っ
た
？
」「
ふ
く
ら

は
ぎ
を
伸
ば
す
運
動
だ
よ
。」
と
、
内
容

の
お
さ
ら
い
を
し
た
り
、「
つ
ま
先
は
正

面
」「
息
を
止
め
な
い
よ
う
に
数
を
数
え

て
」
な
ど
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
動
き
の
ポ

イ
ン
ト
を
確
か
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
楽
し
く
で
き
る
正

し
い
運
動
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
保
健

推
進
員
だ
け
で
な
く
、
地
区
の
皆
さ
ん
に

も
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
た
い
内
容
な
の
で
、

今
後
も
保
健
推
進
員
の
地
区
で
の
活
動
の

場
や
仲
間
づ
く
り
の
機
会
を
増
や
し
て
い

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
　

　

健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係

　
　
　
　

☎
（
４
３
）２
１
１
５

◆
グ
ル
ー
プ
演
習
で
ポ
イ
ン
ト
を
確
か
め
る

楽しい「認トレ」で仲間づくり
健康推進だより ㉕

◆
全
身
の
血
流
ア
ッ
プ
で
脳
も
活
発
に

◆
ス
ト
レ
ッ
チ
は
心
地
良
く

■開館時間 ⽕曜⽇から⼟曜⽇・・・午前１０時から午後７時まで
      ⽇曜⽇・祝⽇  ・・・午前１０時から午後５時まで
■休 館 ⽇ ７⽇（⽉）・１４⽇（⽉）・２１⽇（⽉）・２８⽇（⽉）
 ※８⽉１５⽇（⽕）は、午後５時閉館となります。

【図書館の開館・休館情報（８⽉）】

　

第
２
回
保
健
推
進
員
研
修
会
が
、
６
月

28
日
（
水
）
に
塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館
で

開
催
さ
れ
、
26
人
の
推
進
員
さ
ん
が
出
席

し
ま
し
た
。
今
回
も
運
動
指
導
士
の
小
室

史
恵
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
認
知
機

能
低
下
予
防
（
以
下
「
認
ト
レ
」）
の
方

法
を
学
び
ま
し
た
。

「認トレ」で血流アップ

◆例年より受付時間が 30 分程度遅くなりました。ご不便を
　おかけしますが、ご協力願います。
◆ 15日（金）と19日（火）の会場が、健康カレンダー記載の会
　場から変更になっています。
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　塙の夏の風物詩、第 88 回塙流灯花火

大会が、８月 15 日（火）に開催されます。

川上川では大型灯籠をはじめ、中小型の

灯籠が次々と流され、夜空には大輪の花

火が打ち上がり、空と川面を色鮮やかに

照らします。

　また、町商店街通りには露店が並び、

町商工会青年部によるイベントや「踊り

流し」を行います。そのほか、商店街イ

ルミネーションを行い流灯花火大会に花

を添えます。皆さん、ぜひご来場くださ

い。

■問い合わせ

　塙流灯花火大会協賛会事務局

　（塙町商工会内）

　☎４３－０３７１

○流灯大会（川上川／午後７時）　　　　

○施餓鬼供養（桜木橋周辺／午後７時）　

○花火大会（午後７時２０分）

○露店販売（本町・栄町地内／午後２時）

○よさこい踊り（白河信用金庫駐車場）　　　

○踊り流し（午後８時）

○商工会青年部イベント（午後 2 時から）

　売店・ふわふわダリちゃん・大ビンゴ大会・

バルーンショーなど。新商品「はなわコロッケ」

も販売します。）

■主なイベント■主なイベント

■空と川の鮮やかな共演

平成２９年８⽉１５⽇（⽕）に開催

第８８回

塙流灯花⽕⼤会

　旭日単光章を受章した根本友喜さん（西河内）への

伝達式が、７月 19 日（水）に役場で行われ、宮田秀

利町長同席のもと、野地誠県南地方振興局長から勲記

と勲章が伝達されました。根本さんは、昭和 47 年に

塙町議会議員に当選以来、５期 20 年の永きにわたり

在職され、副議長を務めるなど公正な議会運営と地方

自治の振興に寄与されました。根本さんは「当時は、

無我夢中だった。末代までの栄誉です。」と受章の喜

びを語りました。

根本友喜さんに旭日単光章
―町議会議員として地方自治振興に貢献―

勲記と勲章を伝達される根本友喜さん（左）

　固定資産評価審査委員への辞令交付式が、７月 19

日（水）に防災センターで行われ、宮田秀利町長から

松本利治さん（真名畑）、石黒勲さん（片貝）へ辞令

が交付されました。任期は平成 32 年７月 18 日までと

なり、両委員とも３期目となります。生方光明さん

（常世北野）を含む３人で構成される同委員会は、固

定資産課税台帳に登録された価格に不服がある納税者

から、審査の申し出があったときに、書類・事実審査、

口頭審理などを経て審査の決定をします。

中立の立場で適正に判断
―固定資産評価審査委員に辞令交付―

松本利治さん 石黒　勲さん
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塙
町
ふ
る
さ
と
産
業
お
こ
し

連
絡
協
議
会
で
は
、「
第
23
回

ハ
ガ
キ
漫
画
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
、
全
国
か
ら
６
６
６
点
も

の
応
募
が
あ
り
、
大
賞
に
は
賞

金
15
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。
プ

ロ
の
漫
画
家
で
な
け
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
皆

さ
ま
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
テ
ー
マ
　

「
海
」

■
応
募
資
格

　

ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生
以
下
）

　

一
般
（
プ
ロ
の
漫
画
家
を
除
く
）

■
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
限
り
ま
す

■
募
集
規
定

・
１
コ
マ
ま
た
は
２
コ
マ
と

し
、
ス
タ
イ
ル
は
自
由
。（
１

人
２
点
ま
で
）

・
作
品
は
ハ
ガ
キ
裏
面
に
記
入

し
、
上
部
に
テ
ー
マ
お
よ
び
応

募
部
門
（
ジ
ュ
ニ
ア
・
一
般
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
は
、
自
作
で
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

平
成
29
年
11
月
30
日
（
木
）

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
先

　

〒
９
６
３
‐
５
４
９
１

　

福
島
県
東
白
川
郡
塙
町

　

塙
郵
便
局
私
書
箱
第
７
号

　

漫
画
グ
ラ
ン
プ
リ
係

■
入
　

賞

　

大
　

賞
（
１
点
）

　

15
万
円

　

優
秀
賞
（
２
点
）

　

５
万
円

　

各
　

賞
（
若
干
）

　

１
万
円

　

審
査
員
特
別
賞
（
１
点
）

　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
ペ
ア
宿
泊
券

■
問
い
合
わ
せ

　

塙
町
ま
ち
振
興
課

　

☎
０
２
４
７（
４
３
）２
１
１
２

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
海
」

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
お
待
ち
し
て
い
ま
す

第
23
回

 

は
な
わ
ハ
ガ
キ
漫
画
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
募
集昨年の大賞作品（テーマは「山」）



７
月
15
日(

土)

、「
は
な
わ
探
検
隊
」
の
第
３
回
活
動
「
美
術
館

で
ア
ー
ト
し
よ
う
！
」
を
、
那
倉
分
館
と
あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館
で

実
施
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
ク
レ
ヨ
ン
と
水
彩
画
の
絵
は
が
き
の
制
作
と
平
行

し
、
那
倉
区
の
小
峰
保
広
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
石
窯
で
ピ
ザ
を

焼
き
、
午
後
は
絵
の
具
で
手
形
や
足
形
を
写
し
取
っ
た
壁
画
の
制
作

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
大
作
を
作
り
上
げ
た
後
は
、
美
術
館
の
書
や

絵
画
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

今
回
制
作
し
た
作
品
は
９
月
３
日
（
日
）
ま
で
美
術
館
で
展
示
中

で
す
。
皆
さ
ま
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館
に
お
越
し
に
な
っ
て
、
探

検
隊
の
作
っ
た
芸
術
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

７
月
25
日（
火
）・
26
日（
水
）の
２
日

間
、
片
貝
地
内
の
小
野
田
記
念
財
団
キ

ャ
ン
プ
場
で
「
塙
町
自
然
体
験
キ
ャ
ン

プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
の

は
、
町
内
の
小
学
生
23
名
、
中
学
生
５

名
と
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
７
名
で
す
。

時
折
激
し
い
雨
に
も
見
舞
わ
れ
る

中
、
班
の
仲
間
と
協
力
し
、
テ
ン
ト
設

営
や
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
（
食
材
を
見

つ
け
る
宝
探
し
）、
食
材
を
組
み
合
わ

せ
て
の
夕
食
作
り
、
照
明
な
し
で
山
林

を
歩
く
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
、
源
流
ハ
イ
ク

な
ど
、
予
定
さ
れ
た
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

楽
し
く
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
子
ど
も
達

は
、
こ
の
２
日
間
で
逞
し
く
成
長
し
、

夏
休
み
の
貴
重
な
思
い
出
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
の
な
か
よ
し
ル
ー
ム
は
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
で
す
。

か
き
氷
や
水
ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
の
屋
台
ご
っ
こ
を
、
み
ん
な
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

日
　
　
　

時
　

８
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら
午
前
12
時

場
　
　
　

所
　

塙
町
公
民
館
　

２
階
和
室

費
　
　
　

用
　

１
家
族
３
０
０
円

持
　

ち
　

物
　

お
や
つ
・
飲
み
物

問
い
合
わ
せ
　

塙
町
公
民
館 

☎
４
３
―
０
３
２
０ 

 

８
月
の
な
か
よ
し
ル
ー
ム
参
加
者
募
集
♪

～塙町生涯学習だより～　８月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

仲間と協力し、テントを組み立てます

は
な
わ
探
検
隊
、
那
倉
で
芸
術
満
喫
！

自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ

―
雨
に
も
負
け
ず
頑
張
り
ま
し
た
―

夕飯の食材を求め、全速力で駆け回ります 厳しい天候の中、全活動をやり遂げた参加者一同

マナ ビイ
問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

日　時：平成 29 年８月 11日（金）山の日

　　　　午前７時 40 分（塙町営野球場）

会　場：塙町営野球場、塙町営運動場、塙中学校グラウンド

日　時：９月 10日（日）①午前 10 時から ②午前 11 時から ③午後１時から 

会　場：塙町コミュニティプラザ

参加費：１回 1,000 円（オリジナルハーブティ付き）

講　師：八幡里美さん（はなわスポーツクラブ『癒しの時間』講師）

期　　日：平成 29 年９月２日（土）雨天決行

場　　所：東京タワー（フットタウンから大展望台まで登ろう♪）

　　　　　アクアライン・海ほたる（各自昼食・自由行動）

　　　　　あみプレミアムアウトレット（自由行動）

参 加 費：１人 3,000 円（バス代、東京タワー入場料を含む）

　　　　　※８月 25 日以降のキャンセルは、払戻し不可

準 備 物：動きやすい服装、飲み物、その他必要なもの

定　　員：45 人 ※申し込みが 30 人に満たない場合は開催見送り

申し込み：窓口、電話、FAX、メールでお申し込み下さい。

締 切 り：８月 18日（金）正午 ※定員になり次第終了

第９回塙流灯花火大会旗争奪野球大会 開催します！

はなわのダリア祭り『ダリアでアロマヒーリング体験』
ーダリアの花を使って、あなただけの入浴剤を作ってみませんかー

はなわふれあいウォーキング 参加者募集！！

　

７
月
９
日
（
日
）、
公
民
館
主
催
の
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。
晴
天
の
下
、
小
学
生
を
含
む
参
加
者
63
名
は
、
湯
滝
や
湯
ノ

湖
を
眺
め
る
日
光
戦
場
ヶ
原
の
全
長
約
７
㎞
の
木
道
コ
ー
ス
を
、
思

い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
軽
快
に
歩
き
ま
し
た
。

晴
天
の
戦
場
ヶ
原
を
軽
快
に
♪

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
大
成
功
！ 

　
　

手足と足形で描いた巨大壁画

美術館を探検する隊員たち

広報 122017－8広報13 2017－8

8                
　スポーツクラブでは、随時、会員

を募集しています。一緒にさわやか

な汗を流しませんか。詳しくは下記

までご連絡下さい。

はなわ
スポーツクラブ通信 月号

NPO 法人はなわスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp
塙町大字塙字桜木町 80（塙町営体育館内）
☎ 0247―57―6589　FAX57―6587
mail:hanawa.fsc@gmail.com

はなわスポーツクラブ 検　索

携帯電話からでも
アクセスできますいますぐ検索！

ＨＰ内ブログにて、日々の活動の
様子をアップしています。

盛夏の緑に、眩しいほどの木漏れ陽 戦場ヶ原の青空に、足取りも軽やか

小滝を背に、湯川を渡る参加者 涼しい川風に誘われ、木道を進みます

‥‥‥‥‥



おくやみ申し上げます

６月16日から７月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

星　　テル さ 
ん 100歳 山 形

小峰　則子 さ 
ん 55歳 那 倉

鈴木　タツ さ 
ん 83歳 上 渋 井

小松キクノ さ 
ん 85歳 堀 越

鈴木　隆壽 さ 
ん 84歳 田 代

鈴木　義人 さ 
ん 97歳 常世北野

大森　勝吉 さ 
ん 84歳 竹 之 内

角田　ツナ さ 
ん 92歳 台 宿

加藤　ナミ さ 
ん 92歳 山 形

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際に
　窓口に申し出てください。

く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）

ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１

ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６

◆町のホームページアドレス

http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

◆町のメールアドレス

soumu@town.hanawa.fukushima.jp

※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】

総　 務　 課　４３－２１１１

町　 民　 課　４３－２１１３

　　　　　　　４３－２１１４

健康福祉課　４３－２１１５

包括支援センター　４３－２２２４

　　　　　　　４３－２２２７

まち振興課　４３－２１１２

　　　　　　　４３－２１１８

まち整備課　４３－２１１７

生活環境課　４３－２１４８

会　 計　 室　４３－２１４９

塙 保 育 園　４３－０３７７

議会事務局　４３－２１５０

農業委員会　４３－２１１９

学校教育課　４３－４０５０

生涯学習課　４３－２６４４

公　 民　 館　４３－０３２０

図　 書　 館　４３－０８０８

給食センター　４３－０１８８

東白衛生組合　４３－０３７８

【
一
般
曹
候
補
生
】

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
限

　

平
成
29
年
９
月
８
日
（
金
）
ま
で

■
試
験
日
・
会
場

　

平
成
29
年
９
月
16
日（
土
）

　

日
本
大
学
工
学
部

【
自
衛
官
候
補
生
】

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
限

　

平
成
29
年
９
月
８
日
（
金
）
ま
で

■
試
験
日
・
会
場

（
男
子
）

　

平
成
29
年
９
月
16
日（
土
）

　

日
本
大
学
工
学
部

（
女
子
）

　

平
成
29
年
９
月
23
日（
土
）

　

陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

【
航
空
学
生（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）】

■
受
験
資
格

（
海
上
）

　

高
卒（
見
込
み
含
む
）
か
ら

　

23
歳
未
満
の
者

（
航
空
）

　

高
卒（
見
込
み
含
む
）
か
ら

　

21
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
限

　

平
成
29
年
９
月
８
日
（
金
）
ま
で

■
試
験
日
・
会
場

　

平
成
29
年
９
月
18
日
（
月
）

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
８
（
２
４
）
０
３
７
２

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
、
が
ん
検
診

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
「
が
ん
検
診
を
受

け
た
く
な
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
最
優

秀
賞
（
１
点
）
、
優
秀
作
品
（
数
点
）

に
は
豪
華
副
賞
も
あ
り
ま
す
。

■
募
集
作
品
の
規
格

① 

が
ん
検
診
受
診
が
県
民
一
人

　

一
人
の
身
近
な
問
題
で
あ
る
こ

　

と
を
訴
え
て
い
る
内
容

② 

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
た
め

　

の
き
っ
か
け
と
な
る
内
容
　

な
ど

■
応
募
資
格

　

福
島
県
在
住
、
在
勤
、
在
学
、

ま
た
は
出
身
の
方
。
国
籍
は
問
い

ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で

　

① 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ 
② 

キ
ャ

　

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
意
味
、
由
来

　

③ 

氏
名 

④ 

性
別 

⑤ 

年
齢 
⑥ 

　

職
業
ま
た
は
学
校
名 

⑦ 

郵
便

　

番
号
、
住
所 

⑧ 

電
話
番
号
を 

　

記
入
し
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
塙
町
役
場
に
も
あ

り
ま
す
。

■
応
募
期
間

　

平
成
29
年
８
月
18
日（
金
）ま
で

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
保
健
福
祉
部

　

健
康
増
進
課

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
６
４
０

　

FAX
０
２
４（
５
２
１
）２
１
９
１

　

メ
ー
ル

　

kenkou@
pref.fukushim

a.lg.jp

　

毎
年
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で

は「
障
害
者
週
間
」で
す
。こ
の「
障

害
者
週
間
」
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験

作
文
」
と
「
障
害
者
週
間
の
ポ
ス

タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
不

明
な
点
や
詳
し
い
応
募
方
法
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
】

■
募
集
テ
ー
マ

　

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心
の
輪

―
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の

心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
広
げ
よ
う
―

■
応
募
資
格
　

小
学
生
以
上

■
応
募
方
法

　

作
文
は
、
原
稿
用
紙
（
４
０
０

字
）
を
使
用
し
、
小
学
生
部
門
・

中
学
生
部
門
は
２
枚
か
ら
４
枚
程

度
。
高
校
生
・
一
般
部
門
は
４
枚

か
ら
６
枚
程
度
と
し
ま
す
。

【
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
】

■
募
集
テ
ー
マ

　

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も

が
能
力
を
発
揮
し
て
安
全
に
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現

■
応
募
資
格
　

小
学
生
お
よ
び

中
学
生

■
応
募
方
法

　

ポ
ス
タ
ー
の
規
格
は
、
画
用
紙

の
Ｂ
３
版
ま
た
は
四
ツ
切
り
を
使

用
し
、
作
品
は
縦
長
の
み
。
彩
色

画
材
は
自
由
で
す
。

■
募
集
期
間
（
共
通
）

　

平
成
29
年
９
月
４
日（
月
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
保
健
福
祉
部

　

障
が
い
福
祉
課

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
７
０

　

町
で
は
、
町
税
な
ど
の
納
付
に

つ
い
て
、
「
安
心
・
便
利
・
確
実
」

な
口
座
振
替
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
口
座
振
替
は
、
指
定
の
口
座

か
ら
振
り
替
え
て
納
付
す
る
も
の

で
、
納
め
忘
れ
の
防
止
に
も
な
り

ま
す
。
手
続
き
は
、
「
通
帳
と
届

出
印
、
口
座
振
替
に
し
た
い
町
税

な
ど
の
納
入
通
知
書
」
を
、
希
望

の
金
融
機
関
に
持
参
す
る
こ
と
で

簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

な
お
、振
替
日
は
毎
月
25
日
で
、

振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
再
振

替
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
口
座

振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
　

収
納
係

　

☎
（
４
３
）２
１
１
３

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業

を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る

県
の
税
金
で
す
。
８
月
10
日
付
け

で
送
付
さ
れ
る
納
入
通
知
書
で
納

期
限
ま
で
に
金
融
機
関
か
ら
納
め

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
振
替

を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、

納
税
通
知
書
に
口
座
振
替
依
頼
書

を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
依
頼
書
を
金
融
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限

　

第
１
期
　

８
月
31
日
（
木
）

　

第
２
期
　

11
月
30
日
（
木
）

　

税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合

は
、
第
１
期
に
一
括
で
納
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
課
税
課

　

☎
０
２
４
８
（
２
３
）
１
５
１
７

　

企
業
と
就
職
を
希
望
す
る
障
害

者
を
対
象
に
障
害
者
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　

時

　

平
成
29
年
10
月
５
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

■
場
　

所

　

東
京
第
一
ホ
テ
ル
新
白
河

■
申
し
込
み

　

・
参
加
を
希
望
す
る
事
業
所
の

　

採
用
担
当
の
方
は
、
８
月
10
日

　

（
木
）
ま
で

　

・
参
加
を
希
望
す
る
仕
事
を
探

　

し
て
い
る
方
は
、８
月
31
日
（
木
）

　

ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

　

☎
０
２
４
８
（
２
４
）
１
２
５
６

　

認
知
症
の
新
し
い
ケ
ア
方
法
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ユ
マ
ニ
チ

ュ
ー
ド
。
「
人
と
は
何
か
」
「
ケ
ア

す
る
人
と
は
何
か
」
を
問
い
か
け

る
哲
学
と
、
実
践
的
テ
ク
ニ
ッ
ク

か
ら
成
り
立
っ
た
技
法
で
す
。

■
日
　

時

　

平
成
29
年
９
月
３
日
（
日
）

　

（
第
１
部
　

講
演
）

　

午
後
１
時
か
ら

　

（
第
２
部
　

情
報
交
換
会
）

　

午
後
２
時
50
分
か
ら

■
場
　

所

　

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他

　

参
加
費
は
無
料
で
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
な
お
、
定
員

は
２
０
０
名（
申
込
先
着
順
）で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
４
３（
２
３
）８
３
０
６

　

平
成
29
年
８
月
１
日
以
降
、
年

金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期

間
が
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
も
年
金

を
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

■
対
象
者

　

す
で
に
65
歳
以
上
で
、
保
険
料

納
付
済
等
期
間
が
10
年
以
上
の
方

が
対
象
で
す
。
対
象
者
に
は
、
平

成
29
年
７
月
ま
で
に
年
金
請
求
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
手
続
き
方
法

　

年
金
請
求
書
が
届
い
た
ら
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類

と
合
わ
せ
て
、
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
国

民
年
金
の
み
の
方
は
、
役
場
で
手

続
き
で
き
ま
す
。）

■
受
給
可
能
時
期

　

手
続
き
を
さ
れ
た
対
象
者
に

は
、
平
成
29
年
９
月
分
を
、
10
月

に
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
以
降
、
２
ケ
月
分
の
年
金

を
偶
数
月
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

白
河
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
８（
２
７
）４
１
６
１

試　験
自
衛
官
採
用
候
補
者

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

が
ん
検
診
を
受
け
た
く
な
る

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

福
島
県

し
ら
か
わ
障
害
者
就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

口
座
振
替
推
奨
中

町
民
課

おしらせ

募　集

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
・
障

害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

福
島
県

個
人
事
業
税
納
期
限

県
南
地
方
振
興
局

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

年　金
年
金
を
あ
き
ら
め
て
い
た

皆
さ
ん
へ

白
河
年
金
事
務
所

：：
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（町内 35 カ所）
片貝分館

７/13 0.08

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

７/13 0.07 ７/13 0.08 ７/13 0.10

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

７/13 0.08 ７/13 0.10 ７/13 0.10

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

７/13 0.11 ７/13 0.09 ７/13 0.09

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

７/13 0.07 ７/13 0.09 ７/13 0.08

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

７/13 0.09 ７/13 0.10 ７/13 0.10

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

７/13 0.09 ７/13 0.07 ７/13 0.09

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

７/13 0.10 ７/13 0.08 ７/13 0.11

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

７/13 0.09 ７/13 0.08 ７/13 0.10

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

７/13 0.08 ７/13 0.10 ７/13 0.10

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

７/13 0.09 ７/13 0.09 ７/13 0.09

真名畑分館 木野反分館 単位：
マイクロシーベルト 
　　　　 / 時間

地上１㍍で測定

７/13 0.09 ７/13 0.08

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

７/13 0.07 ７/13 0.09

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　　　　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。　　　　　　

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します



Town Topics

まちの話題
あなたの地区の話題を提供してください。取材に
伺います。
※広報はなわに掲載された写真を希望される方は、
　総務課☎ 43―2111までご連絡ください。

町の玄関口をいつもきれいに
―第６回ラブステーションプロジェクト―

６年目を迎えたラブステーションプロジェクト。とてもきれいになりました。

どんな景品が当たったかな

　７月３日（月）・４日（火）・６日（木）・１８日（火）　
塙町中高連携第６回ラブステーションプロジェク
トが、駅前で行われました。これは、町の顔であ
る駅周辺をきれいにしようと始まったプロジェク
トで、今年で６年目を迎えました。今年も、午後
４時から塙中学校、塙工業高校の生徒たちが棚倉
警察署と連携し、駅前の清掃や草むしり、ゴミ拾
いなどを行いました。今年も夏休みを利用して、
塙中学校美術部の生徒たちがインターロッキング
に絵を描きます。皆さん、お楽しみに。

明るい社会の実現のために
―第６７回社会を明るくする運動―

　７月３日（月）　第６７回社会を明るくする運動
が、駅前や町内各学校で行われました。この運動
は、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更
生に理解を深め、明るい社会を築くことを目的と
した運動で、７月はその強調月間として取り組ん
だものです。保護司や人権擁護委員、塙町更生保
護女性会の皆さんをはじめ、関係者約５０人が声
をかけながら啓発品を配り、明るい社会の実現の
ために非行防止などを呼びかけました。犯罪や非行のない社会を目指しましょう

打ち上げ花火に歓声があがります

体を上手に動かすことが技術向上につながります

お父さんと一緒に花火を楽しみました

７月２４日（月）　塙町教育委員会主催の「平成
２９年度塙町小学生陸上教室」が、町営体育館で
行われ、町内の５・６年生９１人が参加しました。
講師に菊田明博さん（福島大学トラッククラブ
コーチ）を迎え、「自分の体をどう動かせば上手
に動けるか」「動かし方が分かれば、速く走ったり、
遠くに飛んだりすることができる」など、技術向
上のポイントを指導しました。参加した児童たち
は、難しい動きにも果敢にチャレンジし、熱心に
取り組んでいました。

　７月２０日（木）　常豊幼稚園の「夏のつどい」
が同園園庭で行われました。夏のつどいは、保護
者や消防団、塙町防犯協会常豊支部などの協力を
得て、終業式の日に行われ、毎年子どもたちが楽
しみにしているイベントです。的当てや玉入れな
どのゲームを楽しんだ後は、スイカや焼きそばな
ど、夏の味覚を味わいました。最後は、お楽しみ
の花火。打ち上げ花火や手持ち花火を楽しみ、存
分に夏を満喫していました。

上手に体を動かすコツを学ぶ
―平成２９年度塙町小学生陸上教室―

楽しい思い出　いっぱい
―常豊幼稚園「夏のつどい」―

ゲームをたくさん楽しんだよ

浴衣姿がとてもお似合いです
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　私は、東京都多摩地区南部にあ
る日野市に住んでいます。都心か
ら 40 ㎞、新宿から電車で 30 数分、

「緑と清流のまち」を標榜する、
人口 18 万人の町です。
　日野市は、北側を多摩川、南側を
浅川が流れ、清流に恵まれ、湧水
を含む台地と緑豊かな丘陵があり
ます。その多摩丘陵に多摩動物公
園があり、多くの人が訪れていま
す。歴史的には、幕末の新選組副
長・土方歳三、六番隊隊長・井上
源三郎の生誕地で、毎年５月には、
会津若松市をはじめ、全国から新
選組ゆかりの人々が集まり、「ひ
の新選組まつり」が開催されます。

　私は、昭和 55 年（1980 年）に
住民となり、昨年度末に定年退職
するまで 35 年間、ここから都心
に通い続けました。この町で子ど
もたちも育ち、地域の方々に育て
られ、息子たちは結婚し、同じ市
内に居を構えています。彼らはこ
の町を好んでいるようです。私に
とって、ここは単なる塒（ねぐら）
でした。これまで、さしたる地域
貢献をしてこなかったので、これ
からは少し地域のためにお役に立
ちたいと考えています。
　昨年、時間にゆとりができたの
で、クロスバイクを買い込み、多
摩川沿いのサイクリングロードを
走り、爽やかな多摩の風を感じて
楽しんでいます。特に５月の風は
爽快です。走行距離は、昨年５月

から通算 1,400 ㎞を越えました。
若い時とは違うので、怪我をしな
いように走り続けたいと思ってい
ます。
　話は変わりますが、今年２月に、
故郷に住む母が亡くなりました。
満 105 歳で、塙町最高齢者でした。
昨年の敬老会で、女性最高齢者と
して宮田町長から「祝い詞」の賞
状をいただきました。母は、明治
45 年１月 23 日生まれ、明治、大正、
昭和、平成を生き抜き、黄泉の国
に旅立ちました。特に、激動の昭
和初期から戦後にかけては、子育
てや食糧難などで大変だったこと
を度々聞かされました。生前、町
関係者の皆さまにお世話になりま
した。とりわけ、川上地域の皆さ
まに感謝申し上げます。紙面をお
借りし御礼申し上げます。ありが
とうございました。
　故郷塙を離れて、50 年の年月
が経ちました。私にとって、生ま
れ故郷は今でも大切な地です。地
方活性化は全国的にも大きな課題
ですが、塙町の発展を強く願って
います。それは、故郷を離れたほ
とんどの人々の共通のものである
と思います。

私の近況と
　　ふるさとへの思い
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
井
坂
章
さ

ん
か
ら
リ
レ
ー
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
、

益
子
健
一
で
す
。

　

私
は
タ
イ
で
生
ま
れ
、
12
歳
ま
で
タ

イ
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
母
が
日
本

の
方
と
再
婚
し
、
12
歳
の
時
に
日
本
に

来
ま
し
た
。
言
葉
も
全
然
話
せ
ず
、
不

安
な
毎
日
で
し
た
が
、
家
族
や
友
人
に

支
え
ら
れ
、
無
事
に
地
元
の
工
業
高
校

を
卒
業
し
、
石
川
町
に
あ
る
製
造
会
社

に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
年
前
に
日
本
の
女
性
と
結
婚
し
、

翌
年
、
元
気
な
男
の
子
が
生
ま
れ
、
幸

せ
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
の
７
月
、
私
を
日
本

に
連
れ
て
き
て
く
れ
た
父
が
病
気
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
一
家
の
大
黒

柱
と
し
て
家
族
を
支
え
て
き
て
く
れ
た

父
が
い
な
い
寂
し
さ
や
、
こ
れ
か
ら
、

私
が
大
黒
柱
と
し
て
、
家
族
を
支
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

父
が
ず
っ
と
続
け
て
き
た
米
作
り

も
、
今
度
は
自
分
が
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
。
米
作
り
は
、
今
ま
で
手
伝
い
程

度
だ
っ
た
の
で
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
し
た
。
家
族
で
協
力
し
合
っ
て
、

ま
た
、
父
の
友
人
に
力
を
貸
し
て
も
ら

い
、
今
年
も
無
事
に
田
植
え
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

父
が
残
し
た
も
の
、
や
り
残
し
た
こ

と
を
、
こ
れ
か
ら
は
近
所
の
人
の
力
を

借
り
な
が
ら
、
家
族
で
協
力
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
日
本
で
、
こ
の
塙
町
那
倉
区

で
幸
せ
な
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
次
回
は
金
澤
優
太
さ
ん（
台
宿
）で
す
】

　このコーナーでは、東京塙会の
皆さんの住む街のことや近況につ
いて紹介しています。

私の住む街Ｎｏｗ

「
日
本
に
来
て
15
年
」

益
ますこ

子 健
けんいち

一さん（那倉）

職　　　業：会社員
趣　　　味：サッカー観戦、車、バイク
好きな言葉：やる気。その気。元気。

お待ちかね！　　　
　あなたの出番です。

随
想
リ
レ
ー-Vol. 333-

大
野 

友
和
さ
ん

東
京
都
日
野
市
在
住
（
川
上
出
身
）-Vol.30-

【次回は、東京都葛飾区在住の福多泰

男さんです。】

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　所

近藤　優
ゆ い

衣
ち
や

　ん 洋 ・ 絵理香 ６／ 26       上 渋 井

芳賀　心
こ は る

春
ち
や

　ん 成 明 ・ 恵 ６／ 27 本 町

大和　巧
た く み

実く
　ん 博 行 ・ 乃梨子 ７／ 4 上 石 井

こんにちは赤ちゃん
６月１6日から７月１５日までの届け出

Masuko Kenichi

心温まる善意に感謝（７月分）
■笹原小学校　様　（九州北部水害被災者支援のため）

　21,840 円

　

ＪＲＣ委員会活動で募金活動を行いました。赤十字を通じ

て被災地へ贈られます。箱には、「私たちの心を九州に届

けてください」のメッセージ。（写真左から鈴木羽多さん、鈴

木穂さん、宮田秀利町長、横山桃さん、益子諒斗さん、高宮教頭）



 数々の功績を残した「名代官 寺⻄重次郎封元」。その後を引き継いだのは、
息⼦である寺⻄隆三郎。塙代官として 13 年間務め、その後、現在の⼤分県
⽇⽥市に栄転し、今は岳林寺（⽇⽥市）で眠っています。昨年の熊本地震
に引き続き、７⽉５⽇から６⽇にかけて九州北部を襲った⼤⾬により、甚⼤
な被害を受けた⽇⽥市を⽀援するため、塙町婦⼈会と塙町役場ゆめの会（⼥
性職員の会）が義援⾦活動を始めました。皆さまのご協⼒をお願いします。
■主  催 塙町婦⼈会・塙町役場ゆめの会（⼥性職員の会）
■募集期間 平成２９年８⽉３１⽇（⽊）まで
■募⾦箱の設置場所 塙町役場、塙町商⼯会、⽩洋旅館、道の駅はなわ、
塙町公⺠館、湯遊ランドはなわ、塙町コミュニティプラザなど

寺⻄重次郎封元の息⼦ 寺⻄隆三郎が眠る
⼤分県⽇⽥市（7･5豪⾬）を⽀援しよう
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　町　　県　　民　　税　２期
　国 民 健 康 保 険 税　２期
　後期高齢者医療保険料　１期
　介　護　保　険　料　２期
　納　　期　　限　　８月 31 日（木）
　◆口座振替日は８月2５日（金）です。

8月6日（日）
深 谷 クリニック
☎３３―３２２３８月２７日（日）

木 村 医 院
☎４６―３５２８

8月11日（金）
車 田 病 院
☎４３―１０１９９月３日（日）

あらまちクリニック
☎３３― ８０１８

8月13日（日）
おおひら整形外科クリニック
☎３３―９４６８９月１０日（日）

つちやクリニック
☎４３―２２５０

８月20日（日）
塙 厚 生 病 院
☎４３―１１４５９月1７日（日）

金 澤 医 院
☎４６― ２３１２

▼
今
月
号
で
は
、
塙
町
が
全
国
に
誇
る

奇
祭
「
伊
香
お
す
わ
さ
ま
」
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
、
テ

レ
ビ
局
が
取
材
に
訪
れ
る
な
ど
、
地
区

の
方
々
を
含
め
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。大
人
た
ち
に
混
ざ
っ
て
、

一
生
懸
命
走
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
と

て
も
格
好
よ
く
、
伝
統
が
受
け
継
が
れ

る
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後

も
全
国
に
誇
る
奇
祭
と
し
て
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
▼
８
月
15
日
（
火
）
は
、

毎
年
恒
例
の
流
灯
花
火
大
会
で
す
。
夏

の
思
い
出
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
）

　※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳
　　の人口、世帯数を掲載しています。

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

発
行
・
編
集

／
塙

町

役

場

〒
９
６
３
―

５
４
９
２

総

務

課

福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
塙
字
大
町
三
丁
目
21
番
地

印

刷

／
佐
藤
印
刷
所

Ｔ

Ｅ

Ｌ
（

０

２

４

７
）

４

３
―

２

１

１

１

Ｆ

Ａ

Ｘ
（

０

２

４

７
）

４

３
―

２

１

１

６

　男性 4,493人（－10）　世帯数 3,323世帯（－ 3）
　女性 4,602人（－ 5）　　　（　）内は前月比

●休日の当番医 ●今月の納税等

●町の人口　９，095人（７月１日現在）

　

編
　

集
　

後
　

記
　

300種 5，000株が湯遊ランドはなわダリア園に集合

はなわのダリア祭 開催中
 塙町では、平成２９年８⽉１⽇（⽕）から１０⽉
３１⽇（⽕）まで、「はなわのダリア祭」を開催し、
期間中は各種イベントを予定しています。皆さん、
ぜひこの機会に、はなわのダリアを⾒て、楽しい
時間をお過ごしください。イベント情報などにつ
いては、塙町観光協会までお問い合わせください。

湯遊ランドはなわダリア園で、華麗なダリアをぜひご
覧ください（⼊園料 350 円）。来園者には、湯遊ラン
ドはなわの⼊浴割引券を配布。また、期間中の⼟・⽇
祭⽇は、JR 磐城塙駅から無料送迎⾞が運⾏します。

－⻘⼭フラワーマーケット店⻑直伝－
湯遊ランドはなわ 古⺠家（午前１０時から）
参加者全員に剪定ばさみプレゼント

－折り紙で咲かせるダリアの世界－
塙町コミュニティプラザ（午前９時から）
折り紙でダリアの花を作ってみませんか。

■問い合わせ　塙町観光協会　☎０２４７（４３）３４００
　　　　　　　　　　　　　　ＨＰ：http://hanawa-kanko.com/

◆１０月３１日（火）まで

◆８月２６日（土）ダリアブーケ教室（有料）

◆１０月１日（日）ダリアの折り紙（有料）

など、ほかにもイベント盛りだくさんです。ぜひ、
華麗なダリアをお楽しみください。


